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池田 真也(国際開発学分野)
インドネシアにおいて、産地からスーパーマーケットへの流通(現代的流通)に
対して、公設小売市場への流通(伝統的流通)の食品小売市場占有率は未だ高い水
準にある。ところが、 1990年以降に発展途上国で見られるスーパーマーケットの台
頭に対して、伝統的流通はただ代替されるのではなく、変化している点に焦点を当
てた研究例は数少ない。そこで本研究では、伝統的流通は現代的流通に代替されず、
適応して残り続けるのか、という問題意識に立脚し、青果物流通の供給面からその
変容の解明を試みた。
本研究では、伝統的流通を以下の 3階層に分けて分析した。
① 「産地の農家-集荷商人」の流通階層における産地集荷。
② 「産地出荷市場-消費地の卸売市場Jの流通階層における産地から消費地までの
卸売市場流通。
③ 「消費地の卸売市場一小売市場」の流通階層における消費地における卸売市場流
通。
そして各流通階層における現代的流通の購買システムとの競争から伝統的流通の
変容とその仕組みを検討した。各流通階層で主体の業態、所在地を把握する必要が
あるが、流通に関する公表データは限られている。そのため、 2008年から 2013年
までの問に計 15ヶ月以上の現地調査を行なった。
産地における現地調査から、「農家-集荷商人j 聞のトゥパサンと呼ばれる伝統的
な収穫慣行が、現代的流通の購買を担うスーパーマーケット・サプライヤーの集荷
方法として利用されている点を確認した。そこで、 トゥバサンによる集荷が競争力
を持ち、スーパーマーケット・サプライヤーに利用される要因を明らかにするため
に、産地の商人と農家がトワバサンを選択する仕組みを計量的に分析した。その際、
農家の収穫労働者の雇用に係る費用と輸送に係る費用だけでなく、 トゥパサンにお
ける販売前の評価に係る費用に着目した。販売前の評価費用は直接観測することが
できない取引費用であるため、現地調査だけでは確認できない。そこで、販売前の
評価費用にだけ影響を与える代理変数を選定し、農家によるトゥパサンとスポット
取引の選択に関するこ項選択モデルの推計からトゥパサンの仕組みを分析した。そ
の結果、収穫労働者を雇用できない、もしくは輸送費用を負担できない小農がトゥ
バサンを選択しており、小農の市場参加を補完していた。また、収穫労働者を雇用
できる場合であっても、販売前の評価費用が低い場合にトワバサンを選択している。
特に、現代的流通からの影響が大きい西ジャワ州では商人との取引関係を強めるこ
とで販売前の評価費用を低減させていた。 トゥバサンでは農家が商人に作物の価値
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に関する情報を提供するインセンティブを持つという理論的予測と整合的である。
また、その情報により商人が安定的に高品質な野菜を集荷できるため、スーパーマ
ーケット・サプライヤーのその他の集荷方法よりも競争力を持ち、利用されるので
ある。さらに、 トワパサンにより現代的流通へ参入する農家のアウトプット面の利
益を検言寸するため、 トゥパサンが農家経営に与える効果をスポット取引との比較か
ら分析した。その際、農家の販売方法の選択による選択バイアスを考慮、し、傾向ス
コア法により、伝統的流通におけるトゥパサンの農家経営への効果を推計した。そ
の結果、農家経営に与える正の効果に着目すると、小農が高品質な野菜を高価格で
販売できる効果を与えていた。そのため、小農は現代的流通に参加できるとともに、
対価を千尋ることができるのである。従って、伝統的流通のトゥバサンによる集荷は
現代的流通の要求に適応し、野菜生産の大部分を占める小農の現代的流通への市場
参加を可能にしている。また現代的流通の他の集荷方法よりも優れているため、現
代的流通と「共存」しているのである。
このように、開発経済学で議論されてきたインフォーマルな制度を取引の仕組み
として捉えた点は本研究の独自の視点である。産地において労働慣行の一形態とし
て見られていたトゥバサンに関して、流通論の観点から新たな意義を見出したこと
は本研究の学術的貢献である。
他方で、産地と消費地を結ぶ「産地出荷市場-卸売市場」の卸売市場流通では、
商人の分業が進み、産地と消費地を繋ぐ卸売システムとして機能していた。ただし、
2009年以降はジャカルタの卸売市場経由量が低下しており、卸売市場流通の衰退の
兆しが見られた。そこで、現代的流通の集配センターによる流通システムと競争関
係にあると捉え、その効率性を検証した。より厳密に卸売市場流通の効率性を捉え
るために、市場同士が競争的空間均衡の状態にあるか共和分分析により検証した。
その結果、卸売システムが効率的とは言えなかった。また、産地出荷市場、卸売市
場の商人による裁定取引の有無も検証したが、十分に効率的とは言えなかった。そ
のため、現代的流通に対しての競争力は十分ではない。
また、「小売-卸売市場j の流通では、効率的ではないにしても、小売市場が直面
している品質、品揃えなど需要の変化に対して卸売市場がどのように適応している
か分析した。その際、卸売市場の商人が形成する小売市場の商人との緊密な取引関
係に着目し、取引相手への信用などの直接観測することが難しい心理指標を共分散
構造分析により分析した。その結果、信用により形成される緊密な顧客関係により、
小売の変化に対応できることが分かった。しかし、そのような取引関係の継続には
卸売業者からの人的な投資が必要であり、小売市場の競争が激しくなると難しくな
ることが分かつた。産地と消費地を結ぶ卸売市場流通の分析と併せると、伝統的流
通が卸売市場流通ではなく、その集荷システムにより残り続けていると言える。
伝統的流通は消費者側だけ見れば衰退していく兆候が見られるが、供給側におけ
る伝統的流通の集荷システムは現代的流通に適応している。そして、伝統的流通と
現代的流通は集荷システムを共有し、「共存Jの関係にあるのである。
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